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　子どもたちの放課後の安全・安心な居場所を確保
し、体験活動を通して遊んで学ぶ「放課後いきいき
タイム」が、６月９日に阿仁合小学校児童クラブで
行われ、児童約10人が参加しました。
　はじめは、生い茂る草木とわらびの区別がつかな
かった子どもたちでしたが、指導員に教えてもらい、
両手いっぱいにわらびを持って、「こんなに採れた
よ」と嬉しそうに話していました。わらびの他にも
イタドリの葉やプラタナスの小枝などの植物につい

ても教わり、採ったものを自慢げに持って帰る姿が
見られました。

　ひまわり陶芸ハウスで、６月８日にあいかわ保育
園の園児26人が陶芸体験を行いました。
　陶芸が初めての園児達は、講師の湯瀬二美代先生
のお話しを熱心に聞いて挑戦していましたが、慣れ
ない粘土への絵付けに苦戦しながらも、果物やハー
トマークなどの絵を描いて、自分だけのお皿を完成
させました。園児たちは「上手に書けた」、「楽しい」
などと喜んでいました。園児達のオリジナルのお皿
が完成するのは８月頃の予定です。

　ひまわり陶芸ハウスでは陶芸教室も行われている
ので興味のある方は合川公民館へお問合せください。

　北秋田市生涯学習奨励員協議会が、６月４日に開
催され、昨年度の活動の振り返りと今後の活動のあ
り方を話し合いました。
　生涯学習奨励員は、秋田県独自の制度で、市民の
学習活動を奨励し、生涯学習の充実や地域活動の推
進を図ることを目的に活動を行っています。
　県内初の高校生奨励員２人からは、「活動を通し
て人と交流することの楽しさに気付いた」、「地域の
人との関わり方を学んだことで自分自身が成長でき

た」などと発表があり、生涯学習推進のため、奨励
員一人ひとりが気持ちを新たにしました。

たくさん見つけて大喜び！初めてのわらび採り
～放課後子ども教室「阿仁合いきいきタイム」～

学びをとおして、人とモノをつなぐ
～北秋田市生涯学習奨励員協議会～

上手にできたよ！可愛いお皿が完成
～ひまわり陶芸ハウスでお皿落書き体験～

▲わらびを見つけて嬉しそうな児童▲わらびを見つけて嬉しそうな児童

▲お皿に絵を書くあいかわ保育園児▲お皿に絵を書くあいかわ保育園児

▲活動のあり方を話し合う生涯学習奨励員▲活動のあり方を話し合う生涯学習奨励員
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▲県有形文化財に指定されている「旧長岐家住宅」（24ページに一般公開について掲載）
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